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１．実施に至る背景（現状と課題）

（１）歯周疾患検診（個別検診）の現状
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節目年齢別 受診率 対象者数 受診者
２０歳 0.6％ 486 3
２５歳 1.1％ 357 4
３０歳 3.0％ 492 15
３５歳 3.15％ 570 18
合計 1905 40

年代別 受診率 対象者 受診者
４０歳代 2.48％ 7046 175
５０歳代 2.77％ 5669 157
６０歳代 4.04％ 4285 173
７０歳以上 4.34％ 7635 331
合計 24635 836

②過年度の受診者数・受診率
●受診率は例年３％前後
（H29：3.4%、H30：3.3%、R1：3.3％）
●対象者数

R1:26,540人（総人口：約4.3万人）
●年齢が低くなるにつれて、受診率が低下傾向

年度 対象者 実施回数・期間 方法

H15 40歳以上 申込制 2回／年 集団
H18 40歳以上 申込制 7～10月 個別
H21 40歳以上 受診券を個別通知 〃 個別

H22 20・25・30・35・40歳以上
受診券を個別通知 〃 個別

H23 20・25・30・35・40歳以上
受診券を個別通知 1市2町乗入 7～11月 個別

H24 20・25・30・35・40歳以上
受診券を個別通知 1市2町乗入 〃 個別

H25
20・25・30・35・40歳以上
受診券を個別通知 1市2町乗入
町内医療機関のみ検診期間延長
～3月

7～11月2日
11月3日～3月 個別

R2

20・25・30・35・40歳以上
受診券を個別通知 1市2町乗入
町内医療機関のみ検診期間延長
～3月

7月11日～
11月30日

12月1日～3月
※コロナの影響で

延期

個別

①実施経緯
●H15から集団検診で開始。H18から個別検診。
当初から40歳以上全員を対象

●若者世代への歯周病に関する意識の低さが分かる
（H20アンケート結果より）H22から若い世代の節
目検診開始。

●H23より、近隣市町との乗り入れ可能
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１．実施に至る背景（現状と課題）

（２）課題認識から実施へ
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●受診率が毎年3％前後で変化なし
●未受診者への勧奨、検診の啓発活動未実施
●若者世代について、一向に受診者数が増えない
●受診票が他の検診と一体となっているため、分かり
づらい

●周知ができていないのではないか ・

・検診の勧奨・啓発はどうやって行
えばよいのだろう？
・対象者の選定や媒体は？
・最近、ナッジという言葉もあるなぁ。
でも、詳しい内容も使い方も分か
らない。。。

事務局（日本能率協会総合研究所）から声がかかり、
サポートがあるとのことだったので、モデル事業への参加を決断！
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２．実施内容

（１）実施にあたっての課題と方針

3

 全体的に受診率が低いが、どの年代を対
象に受診勧奨していくべきか？

節目年齢別 受診率
２０歳 0.6％
２５歳 1.1％
３０歳 3.0％
３５歳 3.15％

年代別 受診率
４０歳代 2.48％
５０歳代 2.77％
６０歳代 4.04％
７０歳以上 4.34％

 若い世代や、歯周疾患になりやすい40・50歳代の受診率が低いので、この年齢層をターゲッ
トとして実施する方針で決定

（２）歯科医師会との調整事項
＊基本は、支部長先生と歯科医師会の会長先生の2名の承認を得る形で進めた。
（支部の歯科医師会の先生には、支部長先生からの周知と行政からの通知文でお知らせ）

●受診勧奨ハガキの内容の検討と承認
●対象年齢の決定
当初の対象者は「20歳25歳30歳35歳」「40歳45歳」「50歳55歳」
・・・・・対象者が多く、歯科医院のキャパシティがオーバーする可能性
⇒若い世代を中心に、25歳30歳35歳40歳45歳を対象
※20歳は、新成人を対象にした歯科検診啓発のお知らせを送付したため、除外とした。
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２．実施内容

（３）作成した受診勧奨ハガキのポイント
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●４面ではなく６面を採用。６面の方が歯周病についての知識や必要な情報が記載できる。
●「25歳・30歳・35歳」「40歳・45歳」の２パターン作成し、記載内容を変更。

【25歳・30歳・35歳】

 今年が受けられるチャン
スだということをPR

 歯科医院の選択にあたり、若い世代（特に働いている人）にとって必要と思われる情報（平日休診日、
土曜診療）を記載

 スマホで検索できるよう、歯科医師会のHPへの二次元コード（QRコード）を掲載

①

②
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２．実施内容

（３）作成した受診勧奨ハガキのポイント
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【25歳・30歳・35歳】
 同年代のデータ

 「歯周病疾患になると歯が抜ける」、「生活習慣病に関係する」という内容を全面
的に伝えても響かないので、口臭や見た目などの歯周病のチェックポイントも記載
し、自分ごととして捉えられるよう構成

③

④
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２．実施内容

（３）作成した受診勧奨ハガキのポイント
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【40歳・45歳】

 生活習慣病など全身の様々な病気との関係性、そして要介護に
なる可能性があることを、若い世代よりも大きく表示

 支部長先生より、関連疾患については、エビデンスのあるものを記
載するようアドバイスをもらう

 「通常●●円の検診」という実際の検診料の表示するのでは
なく、検診が300円で受診できることを強調

①

★



All Rights Reserved NAGAIZUMI Town and JMA Research Institute Inc.

２．実施内容

（３）作成した受診勧奨ハガキのポイント
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【40歳・45歳】

 町内の地区を入れることで、住まいの
近くの歯科医院が分かるようにした

青：共通事項

 携帯電話からでもかけられる
よう、市外局番を表記

 受診票が分からない人も多
いと考え、受診票がない場
合の行動を明記

 コロナ禍で受診控えをしている人がいると想定
し、感染症対策を徹底している旨記載

 検診期間が限られていることから、歯科医院では、予約
に対応できない可能性があるため、予約する際の注意事
項として記載

①

②

③

④

⑤
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３．実施の効果・成果

全ての年代で受診率アップ

 1月中旬にハガキを発送してから、連日受診券の再発行の問い合わせの
電話あり
⇒現在まで、約90名ほど受診券再発行に来所

 集計は出ていないが、確実に昨年よりは受診者数が伸びている
 庁内の職員からも「新しいね」と評価があり、ナッジ理論を活用した受
診ハガキの効果があるとのフィードバックをもらった

節目年齢別 受診率 対象者数 受診者数

２５歳 ↑4.7 340 16（5）

３０歳 ↑7.5 515 39（14）

３５歳 ↑6.9 574 40（17）

合計 ↑6.6 1429 95（36）

節目年齢別 受診率 対象者数 受診者数

４０歳 ↑4.7 608 29（12）

４５歳 ↑5.1 711 36（13）

合計 ↑4.9 1319 65（25）

※令和3年3月12日時点での受診者数
※受診者数の（）の数字は、勧奨ハガキを見て受診した数
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４．所感・今後の展開方針 など

●受診勧奨ハガキにより、受診券の再発行に来られた住民から「あ、この
紙だったんだ」と言われることもあり、歯周疾患検診が認識されていな
かったのだと感じた

●当町の受診券は、他の検診と一体型となっていることで、文字も小さく
分かりづらいものになっていた

●パンフレットも同封していなかったことから、歯周疾患検診自体も周知
できていないのではないかと感じた

●今回作成した受診勧奨ハガキのナッジを活用していきながら、受診勧奨
していきたい

●ナッジは継続して活用すると「慣れ」も出てくる可能性も。そのため、
毎年同じ対象者ではなく、今回のような５歳刻みの節目年齢を対象にし
て、忘れた頃に勧奨ハガキが届くような活用方法をしていきたい

●まずは、歯周疾患検診の周知。

【所感】

【今後の展開方針】
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